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SY5555の 臨床的検討

森 健 ・礒沼 弘 ・池本 秀雄

順天堂大学医学部内科*

非エステル型経口ペネム剤であるSY5555を 呼吸器感染症8例 に使用 し,そ の臨床効果,細 菌

学的効果および安全性を検討 した。臨床効果は有効7例,無 効1例 であった。細菌学的検討で

は Streptococcus pneumoniae 1株,  Klebsiella pneumoniae 1株, Haemophilus influenzae 1
株および Pseudomonas aeruginosa 1株 を4例 か ら検出した。K. pneumoniae と H. influenzae
は除菌されたが, P. aeruginosa は存続 していた。S. pneumoniae の細菌学的効果は不明であっ

た。副作用は1例 で一過性の心窩部痛および下痢 を認めた。臨床検査値の異常変動は1例 で一

過性のLDH上 昇 を認めた。
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SY5555は 新 規経 口ペネム剤であ り,構造的にはペネ

ム環上2位 に光学活性なtetrahydrofuryl基 で 置換 さ

れている非エ ステル型の β-lactam剤 である。本剤は

内服により消化管から速やかに原体が吸収 されること

を特徴 とし,ま た,各 種 β-lactamaseに 対 して極めて

安定で,酵 素産生株に も強い抗菌力を有する薬剤 とさ

れている1)。

今回,我 々は本剤 を呼吸器感染症に使用す る機会 を

得たので,そ の臨床成績,細 菌学的効果,安 全性につ

いて報告する。

対象患者は,順 天堂大学内科に外来通院 していた呼

吸器感染症患者の うち試験参加の同意が得 られた8例

である。男女比は男性2例,女 性6例 であり,年 齢は

60か ら80歳 に分布 し,平 均年齢は69 .9歳 であった。対

象疾患は急性気管支炎1例,慢 性気管支炎7例 で,そ

れらの重症度は軽症3例,中 等症5例 であった。

本剤の処方は1回100～300mgを1日3回 食後に内

服 とし,3～7日 間行った。総投与量は0 .9～6.3gで

あ った。

臨床効果は体温,咳 嗽,喀 痰量,喀 痰の性状などの

臨床症状や,白 血球数CRP,赤 沈値,胸 部X線 所見

や細菌学的検査などの臨床検査成績の推移 など総合的

に判断 し,著 効(excellent),有 効(good),や や 有効

(fair)お よび無効(poor)の4段 階 または判定不能

(unknown)の いずれか とした。

臨床成績 をTable 1に 示 した。本剤の臨床効果は有

効7例,無 効1例 であった。疾患別にみ ると,急 性気

管支炎の1例 は有効,慢 性気管支炎7例 では有効6例,

無効1例 であった。

細菌学的検討では,4例 の喀痰培養よりStreptococ-

cus pneumonzae 1株,  Klebsiella pneumoniae 1株,

Haemophilus influenzae 1株 お よ び Pseudomonas

aerugznosa 1株 を検 出 した。これ ら分離株の うちK.

pneumonzae とH. influenzae は 除 菌 さ れ た が,P. aer-
uginosa は除菌 されなかった。S. pneumoniae は試験

終了時の検査が実施 できず,細 菌学的に不明であった。

副作用 を認めた1例(症 例1)で は,3日 目より軽

度の下痢,心 窩部痛 を認め,同 時に感染症状 も改善 し

ていたため本剤の使用を中止 した。胃腸症状は一過性

で,内 服中止後に何 ら処置することな く消失 した。ほ

かの症例で副作用は認められなかった。

末梢血検査,血 液生化学的検査をTable 2に 示 した。

症例8で は,LDH値 が投与前には142U/lで あったも

のが,投 与終了時では624U/lへ と上昇 したが,投 与終

了17日 後には400U/lに 低 下 し,本 剤 との関連が疑われ

た。 また,本 症例の好酸球数増多は本剤使用以前 より

認め られてお り,基 礎疾患である気管支喘息、によるも

の と考 えた。

SY5555は 新 規経 口ペネム剤で,グ ラム陽性菌,グ ラ

ム陰性菌に幅広い抗菌スペ クトルを示 し,特 にグラム

陽 性 球 菌 の Staphylococcus aureus, Streptococcus

Pyogenes, S. Pneumoniae などに対する抗菌力は優れ

てお り,グ ラム陰性菌に も抗菌 力を示すが,P. aer-

uginosaに 対 す る抗菌力はない。さらに β-lactamase

に対す る安定性は極めて高 く,各 種酵素産生株に対す

る抗菌力も良好 とされている1)。

今回我々が検討 した呼吸器感染症8例 に対する臨床

効果は7例 までが有効で,本 剤の高い有効性 を示 した。
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Table 1. Clinical results of SY5555

(-) : no sputum N.D.: not done

Table 2. Laboratory findings before and after treatment with SY5555

B : before A : after



VOL.42 S,1
SY5555の 臨床的検討

691

臨床効果が無効であった症例8は 中等症の慢性気管支

炎であったが,喀 痰培養 より検出されたP.aeruginosa

は本剤の感性菌では無いので,臨 床効果 と細菌学的効

果が不変であったのは仕方 ないと考える。 しかし,別

の患者 よ り検 出 したK.pneumoniae 1株 とHin-

fluenzae1株 は除菌されてお り,本 剤がグラム陽性菌

ばか りでなくグラム陰性菌にも幅広 くスペ ク トルを有

していることを示 していた。

副作用は1例 で軽度の下痢,心 窩部痛を認め,ま た

臨床検査では1例 でLDHの 異常変動 を認めたが,と

もに一過性 であ り,本 剤の安全性に問題点はないと考

える。

以上の成績より本剤は呼吸器感染症に対 し有用な薬

剤 と考 えられた。
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Clinical study on SY5555
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We investigated the efficacy and safety of SY5555 , a new oral penem antibiotic, in 8 patients with
respiratory tract infections. The clinical response was good in 7 cases and poor in one case . Causative
organisms were isolated from 4 patients, including Streptococcus Pneumoniae in one , Klebsiella pneumoniae
in one, Haemophilus influenzae in one and Pseudomonas aeruginosa in one . After oral administration of
SY5555, K. pneumoniae and H. influenzae were eradicated , but P. aeruginosa was unchanged. S. pneumoniae
isolated from one case was not tested after administration. As to adverse reactions , transient epigastric pain
and diarrhea were observed in one case. Abnormal elevation of LDH was observed in one case . From these
results, it was suggested that SY5555 is a useful antibiotic for the treatment of respiratory tract infections .


